
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)米国商務省資料等より作成。 

米国経済の消費者物価は、引き続き上昇圧力を高めている。但し、コア全体を見ると足元

では若干上昇圧力を弱める動きがみられる。とくに、商品のコアの上昇スピードが鈍化し

ていることが挙げられる。一方で、雇用情勢・所得環境については依然としてタイトな関

係にありサービスコアについては上昇スピードを加速させている。今後については。ウク

ライナ問題によるエネルギー価格上昇問題は構造的に続くことが見込まれるほか、中国に

対する制裁措置等が政策的に拡大すれば、サプライチェーン問題が再び課題として大きく

なる危険性があり、上昇圧力は基本的に続き FRB の金融政策には変更はないと見込まれる 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


